
『日本霊異記』「閻羅王使鬼受所召人之饗而

報恩縁」  

 

 

【之】 

０１ 

賂於疫神而饗之也 

疫神に賂ひて饗す 

 

靦就而受之 

靦(おもね)りて就きて受く 

 

校之言 

校(かむが)へて言はく 

 

誤召之也 

誤ち召すなり 

 

有之 

有り 

 

時彼二郡父母聞之 

時に彼の二の郡の父母聞きて 

 

 

 

【者】 

凡有物者 

凡そ物有らばな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


